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ようこそ！ふれあい食堂へ！
愛知・小林　さくら
　「こどもはね、どの子もみんないい子なんだよ。ぜい沢なものが無くったっていい。たきたてのご飯を、家族みんなでおなかいっぱい食べて、たくさん笑って遊んだら、悪い事しようなんて思わないんだよ。」

　その昔三人の男の子を育て上げた、ひいおばあちゃんの言葉は、我が家の食卓に今も生きています。ガスがまで炊いたほかほかご飯、ふっくらとした卵焼き、お母さんが冬に仕込んだ味噌を使った野菜いっぱいの味噌汁、おばあちゃんの季節のお漬け物や梅干し。どれも食べると「頑張るぞ！」と元気になれる定番のおかずです。
　夏休みも半ばを過ぎたある日の夕食の時、ボランティア活動をしている母がこんなことを言いました。

　「来週、地域のみなさんと、生協の施設でふれあい食堂を開くことになったわよ。」

　私は「え？」と不思議に思いました。なぜなら私の家の周りにはたくさんのお店があり、外食には困らない環境だからです。それなのに食堂を開く？と。そこで、「なぜ食堂を開くの？」と母に聞きました。

　すると母は、特に夏休みに入って、家庭の事情で十分な食事ができずにおなかをすかせていたり、一人で食事をしたりする子どもが増えているという事が今、問題になっていると話してくれました。また、それを解決するための取り組みとして「子ども食堂」というものがあることも教えてくれました。さらに、「今回の食堂は、子どもだけ、とか対象を限定せず、地域に住む人ならだれでも大歓迎、みんなで一緒に楽しく食べて、お話して、交流しましょう！という場にする予定だよ。」との母の言葉で、私は子ども食堂の取り組みについて興味をもち、インターネットで調べてみることにしました。すると「子ども食堂」の取り組みは全国で広がっていて、実際に活動をしている人どうしでのネットワーク作りが進んでいることや、私の住む名東区でも、行政の相談窓口があって、地域でみんなの居場所をつくろうという動きを積極的に応援し、市民と行政が一緒になって活動していることが分かりました。
　祖父母と同居し大家族で暮らす私には、常に家族の気配があることが日常で、一人で食事をするさみしさや、いつもの食事が実は当たり前ではないということを感じること自体が難しい環境ではあります。しかし、「みんなで食べたら、きっと楽しいし、おいしいよね。」と思った私は、「ふれあい食堂」のお手伝いをすることにしました。

　開店当日は、朝から地域のみなさんが集まって調理がスタートしました。みんなでわいわい話をしながら、野菜を洗ったり、皮をむいたり…。大きな鍋に切った野菜が次々と入り、準備もなんだかとても楽しそうです。私は会場の一角にマットを並べ、おもちゃや本を用意して開店時間を待ちました。

　さあ、いよいよお昼になりました。「ふれあい食堂」の開店です。初めはちょっと遠慮がちに会場に来た高齢者や赤ちゃんを連れた若いお母さん、子どもたちも、ごろごろと野菜が入った温かい特製カレーや、おいしいサラダ、手作りのデザートを食べているうちに「おいしいねえ。」、「このドレッシングは何にかけても合いそうね。」「このあたりに住んでるの？」と、いつしか同じテーブルの人どうし、笑顔になって話がはずんでいます。別のテーブルでは、若いお母さんが抱っこしている小さな赤ちゃんをおばあさんがあやしていて、みんな楽しそうに交流しています。託児担当の私も元気な子どもたちと一緒に工作をしたり、ボランティアの人の面白い手品で笑ったり、沢山遊ぶことができました。誰もが大きな声で笑い、気さくに声をかけ合い、楽しそうに話をする「ふれあい食堂」での楽しい時間が過ぎ、「ありがとう」の声が会場で沢山聞こえてきたころ、私は思いました。
　普段暮らしのなかで、そこに住む人との交流を大切にし、いろいろな思いを分かち合うことができたら、きっと困りごとを抱えて犯罪を犯したり、寂しく孤独な思いから非行に走る人もなくなるのではないか、と。

　さて、はじめに紹介したひいおばあちゃんの言葉には続きがあります。

　「悪いことをしたい子なんかいないんだよ。どの子も自分の子と同じようにごはんを腹いっぱい食べて笑ったら、誰もが幸せになれるんだよ。」

　ひいおばあちゃんの言葉には、今回私が感じたことと同じような意味がこめられていたのだと実感しました。私が感じている日々の幸せを、全ての家庭に広げることができたらどんなに良いだろう。私は「ふれあい食堂」を通して本当に大切なことに気がつけました。温かなつながりのある地域があたりまえになるように、私も人と人とをつなぐ活動に積極的に参加したいと思います。社会を明るくする私の歩みは、今、始まったばかりです。
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